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日本政策金融公庫 農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート
　

２
０
２
０
年
上
半
期（
１
～
６
月
）の

農
業
全
体
の
景
況
感
を
示
す
農
業
景
況

Ｄ
Ｉ
は
▲
25
・９
と
な
り
ま
し
た
表
。

２
０
１
９
年
の
通
年
実
績
で
あ
る
６
・

０
か
ら
31
・９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、マ
イ

ナ
ス
値
に
転
換
し
ま
し
た
。

　

業
種
別
で
は
、稲
作（
北
海
道
：
２
０

１
９
年
通
年
実
績
の
26
・５
か
ら
41
・５

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
15
・０
、都
府
県
：

11
・４
か
ら
26
・９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

15
・５
）、畑
作（
31
・６
か
ら
48
・６
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
▲
17
・０
）、果
樹
、酪
農

（
北
海
道
、都
府
県
）、ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
プ

ラ
ス
値
か
ら
マ
イ
ナ
ス
値
に
転
じ
ま
し

た
。

　

肉
用
牛（
▲
０
・２
か
ら
77
・９
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
▲
78
・１
）、施
設
花
き（
▲

20
・２
か
ら
44
・０
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

64
・２
）、茶（
▲
53
・１
か
ら
31
・３
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
▲
84
・４
）に
つ
い
て
は
、

作
年
の
通
年
実
績
が
マ
イ
ナ
ス
値
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
、さ
ら
に
大
幅
に
悪
化
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
伴
う
外
食
需
要
の
喪
失
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
な
ど
が
影
響
し
、価
格
が

下
落
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、養
豚
は
▲
４・１
か
ら
31・４

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
27
・３
と
プ
ラ
ス
値

に
転
じ
ま
し
た
。外
出
自
粛
で
内
食
需

要
が
増
加
、価
格
が
上
昇
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

販
売
単
価
Ｄ
Ｉ
は
、▲
６
・９
か
ら

24
・５
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、▲
31
・４
と

な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
で
は
、養
豚
を
除
い
た
業
種

で
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て
お
り
、と
く

に
肉
用
牛（
▲
21
・５
か
ら
69
・６
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
▲
91
・1
）や
茶（
▲
63
・

５
か
ら
19
・４
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
82
・

９
）、施
設
花
き（
▲
25
・３
か
ら
40
・３

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
65
・６
）が
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

販
売
単
価
Ｄ
Ｉ
の
低
下
に
伴
っ
て
、

収
支
Ｄ
Ｉ（
▲
１・５
か
ら
30・１
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
▲
31
・６
）と
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

（
０・４
か
ら
20・５
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

20・１
）も
、大
幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ
は
▲
38
・８
か
ら

５
・９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲
32
・９
と
な

り
ま
し
た
。小
幅
に
改
善
し
つ
つ
も
引

き
続
き
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
値
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、多
く
の
経
営

体
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
様
子
が

農業の景況感のほか、新型コロナウイルス感染症の
拡大による売上高や経営への具体的影響を調べま
した。

景況感はコロナ禍で
大幅に悪化

担い手農業者は
高い投資マインド
―農業景況調査（2020年7月調査）―

う
か
が
え
ま
す
。

見
通
し
は
さ
ら
に
悪
化

　

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
の
２
０
２
０
年
通
年

見
通
し
は
▲
42
・０
と
な
り
ま
し
た
。上

半
期
実
績
の
▲
25
・９
か
ら
さ
ら
に
16
・

1
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
ま
す
。厳
し

い
見
通
し
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
見
通
し
が
立
た
な

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

業
種
別
に
見
る
と
茶（
▲
84
・４
か
ら

４・８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲
79
・６
）、肉

用
牛（
２
０
２
０
年
上
半
期
実
績
の
▲

78
・１
か
ら
０
．５
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

78
・６
）、施
設
花
き（
▲
64
・２
か
ら
５
・

４
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
69
・６
）は
大
幅

な
マ
イ
ナ
ス
値
が
継
続
す
る
見
通
し
で

す
。

　
一
方
、稲
作（
北
海
道
：
▲
15・０
か
ら

39
・７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
54
・７
、都

府
県
：
▲
15
・５
か
ら
26
・５
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
▲
42
・０
）、畑
作（
▲
17
・０
か

ら
31
・９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
48
・９
）、

果
樹（
▲
23
・５
か
ら
27
・７
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
▲
51
・２
）で
は
今
後
、大
幅
に

悪
化
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。稲

作
、畑
作
、果
樹
は
、下
半
期
に
収
穫
お

よ
び
販
売
を
お
こ
な
う
経
営
体
が
多
い

た
め
、通
年
見
通
し
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
へ
の
強
い
懸
念
が
反
映
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

養
豚（
27
・３
か
ら
８
・５
ポ
イ
ン
ト

景
況
調
査

プ
ラ
ス
値
か
ら
マ
イ
ナ
ス
値
へ
転
換
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上
昇
し
35
・８
）は
、内
食
需
要
の
増
加

で
好
影
響
が
続
く
予
想
か
ら
、引
き
続

き
プ
ラ
ス
値
が
継
続
す
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
上
半
期
の
雇
用
状
況
Ｄ

Ｉ
は
▲
29
・２
と
な
り
ま
し
た
。前
年
実

績
の
▲
34
・９
か
ら
小
幅
な
が
ら
改
善

し
つ
つ
も
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
値
で
推

移
し
ま
し
た
。

　

雇
用
状
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
を
開
始
し
た

15
年
以
降
、全
業
種
で
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
値
が
続
い
て
お
り
、依
然
と
し
て
深

刻
な
労
働
力
不
足
の
状
況
に
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

設
備
投
資
に
積
極
姿
勢

　

設
備
投
資
の
動
向
は
、２
０
２
０
年

７
月
時
点
で「
２
０
２
０
年
に
設
備
投

資
予
定
あ
り
」と
回
答
し
た
割
合
が
57・

３
％
と
な
り
ま
し
た
。前
年
の
54
・９

％
か
ら
小
幅
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
値
は
18
年
の
57
・１
を
超
え
て
、

直
近
10
年
の
な
か
で
最
大
で
あ
る
こ
と

か
ら
、投
資
マ
イ
ン
ド
が
高
い
状
態
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
２
０
２
０
年
に
設
備
投
資
予

定
あ
り
」と
回
答
し
た
者
に
対
し
て
、今

年
の
設
備
投
資
額
の
増
減
見
通
し
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
昨
年
に
比
べ
増
加
す

る
」と
の
回
答
が
47
・１
％
と
約
半
数
を

占
め
ま
し
た
。「
同
程
度
」の
33
・５
％
と

合
わ
せ
る
と
80
・５
％
と
な
り
、設
備
投

資
額
か
ら
も
積
極
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
売
上
高
へ
の
影
響
、経
営
へ
の

具
体
的
な
影
響
の
内
容
、お
よ
び
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、売
上
高
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
」と
回

答
し
た
経
営
体
は
全
体
の
49
・５
％
と

約
半
数
と
な
り
ま
し
た
図
１
。ま
た

「
ほ
ぼ
影
響
は
な
い
」と
し
た
回
答
は

32
・８
％
と
約
３
分
の
１
を
占
め
ま
し

た
。「
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
」と
し
た

経
営
体
は
わ
ず
か
３
・２
％
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
で
は
、「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

あ
る
」と
す
る
割
合
は
肉
用
牛（
95
・６

％
）、茶（
91・０
％
）、施
設
花
き（
83・２

％
）の
順
に
高
く
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら

は
景
況
Ｄ
Ｉ
の
下
落
幅
が
大
き
か
っ
た

表　各種DIの推移

景況調査

景況D I 販売単価D I 収支D I 資金繰りDI 生産コストD I 雇用状況D I 設備投資
予定ありの比率

業種／時点 2019年
実績

20年
上半期
実績

20年
通年見
通し

2019年 20年
上半期 2019年 20年

上半期 2019年 20年
上半期 2019年 20年

上半期 2019年 20年
上半期 2109年 20年

農業全体 6.0 ▲25.9 ▲42.0 ▲6.9 ▲31.4 ▲1.5 ▲31.6 0.4 ▲20.1 ▲38.8 ▲32.9 ▲34.9 ▲29.2 54.9 57.3

耕
　
種

稲作（北海道） 26.5 ▲15.0 ▲54.7 ▲2.4 ▲33.0 17.9 ▲28.3 7.9 ▲13.0 ▲40.4 ▲44.4 ▲36.9 ▲34.8 56.3 63.8
稲作（都府県） 11.4 ▲15.5 ▲42.0 13.4 ▲21.0 4.5 ▲20.3 4.9 ▲13.5 ▲19.3 ▲30.2 ▲29.5 ▲27.3 59.7 62.1
畑作 31.6 ▲17.0 ▲48.9 ▲8.6 ▲34.6 29.0 ▲18.7 14.7 ▲11.2 ▲45.6 ▲40.3 ▲42.7 ▲39.6 60.4 67.9
露地野菜 ▲9.3 ▲37.3 ▲45.3 ▲43.1 ▲34.7 ▲18.4 ▲35.5 ▲13.5 ▲28.4 ▲53.1 ▲46.4 ▲38.2 ▲34.3 50.7 54.0
施設野菜 ▲22.4 ▲24.8 ▲26.3 ▲31.2 ▲22.7 ▲27.2 ▲29.5 ▲19.3 ▲23.0 ▲57.6 ▲47.5 ▲30.1 ▲25.3 44.9 51.0
茶 ▲53.1 ▲84.4 ▲79.6 ▲63.5 ▲82.9 ▲54.0 ▲85.0 ▲40.5 ▲65.6 ▲51.6 ▲10.5 ▲39.5 ▲23.5 35.5 36.1
果樹 7.5 ▲23.5 ▲51.2 15.7 ▲7.5 ▲4.9 ▲36.2 2.0 ▲20.6 ▲48.1 ▲41.4 ▲36.0 ▲26.9 46.6 40.9
施設花き ▲20.2 ▲64.2 ▲69.6 ▲25.3 ▲65.6 ▲22.3 ▲67.9 ▲15.2 ▲49.4 ▲55.7 ▲37.4 ▲29.9 ▲29.7 38.2 50.0
キノコ ▲23.2 ▲21.1 ▲10.6 ▲46.4 ▲5.4 ▲30.5 ▲9.7 ▲29.0 ▲18.4 ▲56.6 ▲42.1 ▲42.0 ▲27.6 52.9 50.7

畜
　
産

酪農（北海道） 30.3 ▲5.5 ▲21.7 33.0 ▲27.8 17.6 ▲11.3 24.9 ▲1.1 ▲37.1 ▲26.2 ▲38.7 ▲33.5 57.0 53.0
酪農（都府県） 8.4 ▲17.7 ▲16.8 34.2 ▲32.7 ▲3.6 ▲23.9 1.6 ▲10.5 ▲46.6 ▲23.3 ▲35.3 ▲28.4 63.5 58.7
肉用牛 ▲0.2 ▲78.1 ▲78.6 ▲21.5 ▲91.1 ▲7.3 ▲81.7 0.7 ▲57.4 ▲37.4 ▲20.5 ▲32.9 ▲24.0 55.6 52.9
養豚 ▲4.1 27.3 35.8 ▲24.5 53.8 ▲7.8 31.6 2.3 19.5 ▲24.7 ▲4.1 ▲29.8 ▲27.1 58.5 64.1
採卵鶏 ▲38.9 ▲37.7 ▲49.1 ▲53.2 ▲53.5 ▲46.0 ▲32.1 ▲28.6 ▲36.8 ▲46.9 ▲8.8 ▲38.9 ▲29.8 48.1 59.3
ブロイラー 14.7 ▲8.3 ▲30.1 ▲28.3 ▲4.2 5.4 ▲8.5 17.4 4.1 ▲28.0 ▲12.3 ▲37.4 ▲18.0 57.5 65.8

【DIについて】アンケートへの各項目への回答は、「①良くなった　②変わらない　③悪くなった」から一つ選ぶ形式となっており、前年と比較して「良くなった」の
構成比から「悪くなった」の構成比を差し引いたもの。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

半
数
の
経
営
体
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
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業
種
で
す
。売
上
高
へ
の
影
響
も
大
き

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、「
ほ

ぼ
影
響
は
な
い
」と
し
た
経
営
体
は
、ブ

ロ
イ
ラ
ー（
56
・２
％
）が
最
も
高
く
な

り
ま
し
た
。次
い
で
、酪
農
：
北
海
道

（
55
・３
％
）、養
豚（
49
・５
％
）と
続
き

ま
す
。

　

一
方
、唯
一
、景
況
Ｄ
Ｉ
が
プ
ラ
ス
値

と
な
っ
た
養
豚
は「
プ
ラ
ス
の
影
響
が

あ
る
」と
す
る
割
合
が
33・２
％
と
他
業

種
と
比
べ
て
高
く
な
り
ま
し
た
。「
ほ
ぼ

影
響
は
な
い
」の
49
・５
％
と
合
わ
せ
る

と
82・７
％
と
な
り
ま
す
。

　

売
上
高
の
影
響
に
つ
い
て「
わ
か
ら

な
い
」と
す
る
経
営
は
稲
作（
北
海
道
：

36
・４
％
、都
府
県
：
19
・９
％
）、畑
作

（
28
・６
％
）、果
樹（
23
・５
％
）で
他
業

種
よ
り
も
高
い
値
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
は
上
半
期（
１
～
６
月
）に
収
穫
お
よ

び
販
売
の
最
盛
期
を
迎
え
る
経
営
が
少

な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。単

価
・
相
場
下
落
が
影
響

　

経
営
へ
の
具
体
的
な
影
響
は
、「
単

価
・
相
場
の
下
落
」が
最
も
高
く
68
・４

％
と
な
り
ま
し
た
。次
い
で「
既
往
販

路
・
出
荷
ル
ー
ト
の
縮
小
・
停
止（
32
・

９
％
）」、「
消
費
者
へ
の
直
接
販
売（
直

営
所
な
ど
）の
縮
小
・
休
業（
24・２
％
）」

と
続
き
ま
す
図
２
。外
食
か
ら
内
食
へ

の
シ
フ
ト
な
ど
、消
費
行
動
の
変
化
に

よ
る
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、果
樹
、キ
ノ
コ
、養
豚

以
外
の
業
種
は「
単
価
・
相
場
の
下
落
」

が
最
も
高
く
な
り
ま
し
た（
図
省
略
）。

と
く
に
大
幅
に
景
況
Ｄ
Ｉ
が
悪
化
し
た

肉
用
牛（
97・６
％
）、茶（
93・４
％
）、施

設
花
き（
89
・８
％
）が
突
出
し
て
高
い

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

肉
用
牛
お
よ
び
施
設
花
き
に
つ
い
て

は
、外
食
・
宿
泊
産
業
で
の
需
要
喪
失

や
冠
婚
葬
祭
含
む
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
が
、茶
に
お
い
て
は
近
年
の
リ
ー
フ

茶
需
要
減
少
な
ど
に
よ
る
価
格
下
落
に

加
え
、新
茶
季
節
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、「
既
往
販
路
の
・
出
荷
ル
ー
ト

の
縮
小
・
停
止
」が
最
も
高
く
な
っ
た

の
は
キ
ノ
コ（
55
・２
％
）、ブ
ロ
イ
ラ
ー

（
50
・０
％
）、養
豚（
46
・２
％
）と
な
り

ま
し
た
。

　

果
樹
は「
消
費
者
へ
の
直
接
販
売（
直

売
所
な
ど
）の
縮
小
・
休
業
」が
47
・１

％
と
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。こ
の
理

由
と
し
て
、直
売
所
や
観
光
農
園
な
ど

消
費
者
へ
の
直
接
販
売
が
減
少
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

畜
産
は
課
題
に
相
違

　

コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
経
営
の
課
題
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
コ
ロ
ナ
支
援

関
連（
政
策
・
補
助
金
）の
情
報
収
集
」が

最
も
高
く
46
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。次

い
で「
販
路
の
回
復（
取
引
高
の
回
復
）」

の
33
・５
％
、「
設
備
投
資（
省
力
化
、設

備
合
理
化
・
増
強
）」の
32
・０
％
と
続

き
ま
し
た
図
３
。

　
「
コ
ロ
ナ
支
援
関
連
の
情
報
収
集
」を

１
位
の
課
題
と
し
た
者
は
39
・１
％
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
値
は
、次
順
の「
販

路
の
回
復（
取
引
高
の
回
復
）」の
15・９

％
の
２
倍
以
上
の
水
準
で
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
支
援
関
連
の
情
報
収
集
」が

重
要
度
の
高
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

政
策
や
補
助
金
な
ど
支
援
策
に
関
す

る
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
状
況
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

第
２
位
、第
３
位
の
課
題
で
は「
設
備

投
資
」や「
運
転
資
金
の
確
保（
金
融
機

関
か
ら
の
運
転
資
金
借
り
入
れ
、条
件

緩
和
）」な
ど
の
資
金
調
達
関
係
、「
雇
用

維
持
、人
材
確
保
・
育
成
」の
労
働
力
関

係
の
課
題
を
挙
げ
る
経
営
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、耕
種
で
は
キ
ノ

コ
を
除
い
た
業
種
で「
コ
ロ
ナ
支
援
関

連
の
情
報
収
集
」が
第
１
位
と
な
り
ま

し
た（
図
省
略
）。

　

２
番
目
に
高
か
っ
た
回
答
は
、稲
作

（
北
海
道
）お
よ
び
畑
作
で
は「
資
材
、原

料
の
仕
入
れ
安
定
化（
39・１
％
、34・８

％
）」、果
樹
で
は「
販
売
方
法
の
多
様

化（
35
・７
％
）」、施
設
野
菜
は「
雇
用

維
持
、人
材
確
保
・
育
成（
34
・２
％
）」

と
な
り
ま
し
た
。な
お
、キ
ノ
コ
は「
雇

用
維
持
、人
材
確
保
・
育
成（
36
・０
％
）

が
第
１
位
で
し
た
。

　

畜
産
で
は
業
種
に
よ
る
課
題
の
違
い

が
鮮
明
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
は「
資
材
、原
料
の
仕
入
れ
安
定

化（
北
海
道
：
41
・４
％
、都
府
県
：
34
・

０
％
）」、肉
用
牛
で
は「
コ
ロ
ナ
支
援
関

連
の
情
報
収
集（
58
・８
％
）」、養
豚
で

は「
生
産
体
制
や
労
務
管
理
の
見
直
し

（
46・３
％
）」、採
卵
鶏
で
は「
販
路
の
回

復（
40・４
％
）」、ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
は「
設

備
投
資（
42・９
％
）」が
最
多
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調

査
結
果
に
関
す
る
資
料
は
、当
公
庫
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
公
庫
農
業
景
況
調
査
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。�

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田 

圭
介
）

︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

２
０
２
０
年
７
月
・
郵
送
調
査

⃝

調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
１
万
８
２
１
９
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

５
４
６
４
先（
回
収
率
30
・
０
％
）

注
：�

本
文
お
よ
び
図
中
に
あ
る
▲
は
、マ
イ
ナ

ス
を
示
し
ま
す
。
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Report on research

※複数選択（3つまで、要順位付け）

第1位 第2位 第3位

甚大なマイナス影響あり（売上高が例年の5割未満）
非常に大きなマイナス影響あり（売上高が例年の5割以上7割未満）
大きなマイナス影響あり（売上高が例年の7割以上9割未満）
マイナス影響あり（売上高が例年の9割以上10割未満）

ほぼ影響はない
プラスの影響がでている
わからない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

（％）

（％）

※複数選択（2つまで）

3.0 

39.1
15.9

4.2

7.8

4.6

11.7

3.8

5.9

3.4

2.0
0.5

0.3

0.3

3.4

12.7

9.0

11.9

10.1

10.8

10.7

8.6

6.4

3.6
1.0

1.1

1.2

3.5

4.9

18.8

7.0

11.9

2.3

7.5

3.6

4.7

4.5

4.2

1.6

1.4

46.0 
33.5

32.0 
26.7 

26.6 
24.8 

22.0 
18.1 

14.5
10.1 

5.7 

2.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.00.5 15.0 25.0 35.0 45.0 50.0
コロナ支援関連（政策・補助金）の情報収集
販路の回復（取引高の回復）
設備投資（省力化、設備合理化・増強）
雇用維持、人材確保・育成
運転資金の確保（金融機関からの運転資金借り入れ、条件緩和）
資材、原料の仕入れの安定化
生産体制や労務管理の見直し（衛生対策含む）
販売方法の多様化（ネット販売、宅配など）
高付加価値、差別化への対応
事業承継（相続）対策
資本力強化（出資金の調達）
輸出促進・強化

経営資産の購入・売却対策

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

原材料、資材など仕入関係が停滞
労働力不足（パート、実習生など含む）
消費者への直接販売（直営所など）の縮小・休業
既往販路・出荷ルートの縮小・停止
単価・相場の下落

12.8
15.0

24.2
32.9

68.4

2.2

49.5%

91.0%

83.2%

82.7%

全　　　　　体

業
　種
　別

茶
施設花き
採卵鶏
露地野菜
酪農（都府県）
施設野菜
果樹
酪農（北海道）
畑作
キノコ
稲作（都府県）
稲作（北海道）
ブロイラー
養豚

24.6

17.5

4.4

11.5

3.4

7.7

6.4

7.3

5.3

5.2

30.6

25.3

4.4

12.1

5.3

7.1

7.1

2.2

7.0
1.3

4.7

4.0

4.1
1.9

21.6

27.1

11.5

16.9

10.6

13.5

14.2

10.1

8.7

16.0

7.3

5.5

6.8

2.3

14.2

13.3

44.2

20.8

36.7

26.1

22.4

27.9

18.5

16.0

17.4

19.6

17.8

7.5

6.7

12.7

24.8

22.1

40.1

37.0

25.3

55.3

29.8

41.3

44.2

31.1

56.2

49.5

0.0

2.4

8.0 2.7

4.1
0.0

3.9
1.1

0.0

0.0

16.0
1.3

0.6

6.8

33.2

95.6%
肉用牛 22.2 28.5 31.3 13.6 3.33.3

0.0
1.0

2.2

1.8

12.4

3.9

4.7

23.5

28.6

4.0

19.9

36.4

6.8

4.2

2.2

2.8
1.4

1.4

8.1 9.0 19.8 32.812.6 3.2 14.6

図２　具体的な影響の内容

図３　経営課題について

図１　売上高への影響

コロナ禍の影響
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今
年
82
歳
の
父
は
、す
こ
し
変
わ
り
者
だ
。山
育
ち
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
、

わ
た
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
家
の
庭
に
は
、う
っ
そ
う
と
木
々
が
茂
っ
て
い
た
。

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、友
達
の
家
と
は
ど
う
も
様
子
が
違
う
、と
知
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

椿
な
ど
の
花
も
あ
る
け
れ
ど
、ほ
と
ん
ど
が「
実
の
な
る
木
」。山
桃
、枇
杷
、

桃
、栗
、柿
、蜜
柑
…
…
。仕
事
以
外
、父
は
そ
の
世
話
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。収

穫
し
て
は
、近
所
や
友
人
に
配
り
、家
族
に
食
べ
さ
せ
る
。旬
は
短
い
か
ら
、そ

れ
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、い
つ
も
木
ば
か
り
仰
い
で
い
た
。

　
　
　

庭
涼
し
父
の
植
え
た
る
実
の
な
る
木　
　
　

翔

　

大
学
入
学
と
同
時
に
故
郷
を
離
れ
て
か
ら
、25
年
。一
人
暮
ら
し
の
頃
か
ら
、

結
婚
し
て
４
人
家
族
に
な
っ
た
今
も
、月
に
一
、二
度
、故
郷
か
ら
包
み
が
届

く
。な
か
に
は
、父
の
収
穫
し
た
果
実
を
は
じ
め
、故
郷
の
食
べ
物
が
几
帳
面

に
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
あ
り
が
た
さ
を
特
別
な
こ
と
と
認
識
し
た
の
は
、２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
の
と
き
。当
時
暮
ら
し
て
い
た
浦
安
は
液
状
化
の
被
害
が
大
き

く
、不
安
な
一
週
間
を
過
ご
し
た
。そ
の
後
、半
年
間
、小
学
生
の
長
女
と
共
に

徳
島
に
滞
在
し
た
。人
心
地
が
つ
い
て
故
郷
で
食
べ
物
を
口
に
し
て
、な
ん
だ
、

こ
の
美
味
し
さ
は
、と
衝
撃
を
受
け
た
。初
め
て
故
郷
の
味
を
、特
別
な
も
の
、

と
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
過
ぎ
な
か
っ
た
父
の
愛
情

を
、よ
う
や
く
実
感
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

屋
根
に
上
っ
て
収
穫
し
た
枇
杷
、一
緒
に
袋
掛
け
を
し
た
桃
、絞
っ
て
も
ら

っ
た
蜜
柑
ジ
ュ
ー
ス
…
…
。旬
の
果
実
は
い
つ
も
、幼
い
頃
の
思
い
出
を
鮮
や

か
に
連
れ
て
く
る
。味
だ
け
で
な
く
、記
憶
を
も
味
わ
っ
て
い
る
の
だ
、と
気

づ
い
た
。何
十
年
経
っ
て
も
、そ
れ
ら
に
育
て
ら
れ
、救
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

囀
や
父
母
の
庭
木
の
ふ
く
ら
み
に　
　
　
　

翔

�

おおたか しょう
1977年徳島県生まれ。13歳より作句。藍花副主宰、俳
人協会幹事、京都芸術大学非常勤講師。第四句集『帰帆』
にて第一回俳句大学大賞。海外でのワークショップ活
動にて2010年度徳島県阿波文化創造賞。俳句やエッセ
イの執筆と指導、講演を中心に活動中。

俳人

大高 翔

記憶を味わう
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農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る『
飼
料
を
め
ぐ

る
情
勢
』を
見
る
と
、18
年
度
の
飼
料
の
供
給

量
は
、年
間
約
２
４
５
０
万
Ｔ
Ｄ
Ｎ
＊
㌧（
＊
家
畜
が

消
化
で
き
る
総
養
分
量
。カ
ロ
リ
ー
に
近
い
概
念
）と

な
っ
て
い
ま
す
。飼
料
は
乾
草
や
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど

の
粗
飼
料
と
、穀
類
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
子
実
な
ど
の

濃
厚
飼
料
の
二
つ
に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
自
給
率
は
粗
飼
料
で
76
％
、濃
厚
飼
料
が
12

％
で
、全
体
で
は
25
％
で
す
。他
方
、２
０
２
０
年
３

月
に
決
定
さ
れ
た『
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
』で

は
、30
年
度
に
は
飼
料
全
体
の
自

給
率
を
34
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。農
研

機
構
に
お
い
て
も
、国
産
飼
料
増

産
に
向
け
、飼
料
作
物
の
優
良
新

品
種
や
新
た
な
栽
培
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

飼
料
作
物
は
他
の
農
作
物
同
様

に
、そ
の
生
産
に
お
い
て
気
象
の

影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。例
え

ば
強
風
雨
に
よ
り
倒
伏
し
た
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
、収
穫
機
械
で
回
収
で
き
ず
に
収
穫
ロ

ス
が
発
生
し
た
り
、作
業
効
率
の
低
下
に
よ
り
燃
料

費
が
増
加
す
る
な
ど
、直
接
的
・
間
接
的
に
被
害
や

損
失
が
生
じ
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
被
害
と
し
て
、昨
年
関
東
地
方
な
ど

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
15
号
お
よ
び
19
号
、

16
年
に
北
海
道
に
上
陸
し
、そ
の
後
の
長
雨
も
含
め

甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
３
個
の
台
風
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
、台
風
は
そ

の
強
さ
が
増
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

自
給
飼
料
の
安
定
確
保
の
た
め
に
は
何
ら
か
の
対
策

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、農
研
機
構
畜
産
研

究
部
門
で
は
、生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
の「
革
新
的
技
術
開
発
・
緊
急
展
開

事
業（
う
ち
経
営
体
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」に
お
い

て
、独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
、公
設
試
験

場
・
普
及
機
関
、民
間
種
苗
会
社
の
ほ
か
、現
地
実
証

を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
生
産
者
と
連
携
し
、「
気
象

リ
ス
ク
に
対
応
し
た
安
定
的
な
飼
料
作
物
生
産
技
術

の
開
発
」を
２
０
１
８
年
度
か
ら

20
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
気
象
条
件
に
よ
り
リ
ス

ク
や
導
入
可
能
な
栽
培
技
術
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、地
域
に
応

じ
た
気
象
リ
ス
ク
の
軽
減
・
回

避
技
術
の
開
発
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、北
海
道
の
よ
う
に
栽

培
可
能
な
期
間
が
短
く
、ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
が
一
作
し
か
で
き
な
い
地
域
で
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
を
め
ざ
す
一
方
、九
州
南
部
の
よ
う
に
温

暖
な
地
域
で
は
多
毛
作
な
ど
多
様
な
作
付
体
系
の
導

入
に
よ
る
リ
ス
ク
の
回
避
・
分
散
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。ま
た
、被
害
発
生
の
条
件
や
確
率
、減
収
率
、こ
れ

ら
に
基
づ
く
収
益
性
の
試
算
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

飼
料
作
物
生
産
に
お
け
る
台
風
な
ど
の
気
象
リ
ス
ク

対
策
技
術
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
対

策
の
進
展
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。�

おくむら けんじ
1961年愛知県生まれ、86年大阪府立大学農学研究
科修士課程修了。同年農林水産省入省、草地試験場
育種部に配属。沖縄県畜産試験場、北海道農業研究
センターを経て2019年より現職。博士（農学）。専
門は作物育種、とくにマメ科牧草の育種。

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
畜産研究部門 飼料作物研究領域長

奥村 健治

飼料生産と気象リスク

連載 第222回

人工送風機によるトウモロコシの倒伏試験



日
本
茜
で
農
地
を
守
る

　

美
山
町
は
、京
都
府
の
北
中
部
、福
井
県
と
の
県
境

に
位
置
し
ま
す
。人
間
の
数
よ
り
鹿
の
数
の
ほ
う
が
多

い
山
の
な
か
で
す
。

　

過
疎
・
高
齢
化
が
進
ん
だ
結
果
、昨
今
で
は
荒
れ
る

農
地
が
目
立
ち
、か
つ
て
の
活
気
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。農

地
も
す
ご
い
勢
い
で
原
野
化
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
農

地
を
守
る
た
め
、私
た
ち
は
日ニ

ホ
ン
ア
カ
ネ

本
茜
の
復
活
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
茜
は
そ
の
根
が
古
代
か
ら
染
料
と
し
て
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。染
色
の
難
し
さ
や
量
が
た
く
さ
ん
必
要

な
こ
と
な
ど
か
ら
西
洋
茜
、イ
ン
ド
茜
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
、現
在
で
は
栽
培
す
る
人
も
な
く
、染
料
屋
さ
ん

で
も
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
染
色
技
術
も
途
絶
え
て
久
し
い
の
で
す
。け
れ

ど
伝
統
工
芸
を
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
日
本
茜
は
あ
こ

が
れ
の
存
在
で
す
。

　

茜
は
朝
焼
け
の
色
、万
葉
集
で
は
美
し
い
も
の
、愛
お

し
い
も
の
に
対
す
る
枕
詞
と
し
て「
あ
か
ね
さ
す
」が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。茜
色
の
黄
色
が
後
ろ
に
あ
る
赤
は

太
陽
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

農
業
委
員
で
も
あ
る
私
は
、日
本
茜
を
農
地
保
全
に

つ
な
げ
よ
う
と
考
え
、２
０
１
４
年
に「
日
本
茜
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。７
年
目
の
今
年
、

売
り
上
げ
が
や
っ
と
１
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

日
本
茜
に
た
ど
り
つ
く
ま
で

　

私
は
、美
山
町
の
自
然
と
人
々
に
魅
せ
ら
れ
て
30
年

前
移
住
し
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
、衰
退
し
つ
つ

あ
る
と
は
い
え
、農
林
業
も
元
気
で
し
た
。美
山
町
農

協
は
１
９
７
０
年
代
の
始
め
か
ら
、「
化
学
肥
料
使
う
な
、

鶏
を
飼
え
」と
い
う
指
導
を
し
た
り
、「
産
直
」と
い
う
言

葉
が
ま
だ
な
か
っ
た
こ
ろ
か
ら
軽
ト
ラ
で
野
菜
を
配
達

し
た
り
す
る
一
風
変
わ
っ
た
元
気
な
農
協
で
し
た
。

　

ま
ち
お
こ
し
が
盛
ん
で
移
住
促
進
の
た
め
の
会
社
が

つ
く
ら
れ
、農
産
加
工
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。私

も
町
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、で
き

た
ば
か
り
の
美
山
文
化
ホ
ー
ル
で「
花
水
木
」と
い
う

喫
茶
店
を
始
め
ま
し
た
。ラ
ン
チ
の
傍
ら
、美
山
牛
乳

の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
サ
ブ
レ
、ヨ
モ
ギ
の
ケ
ー
キ
な
ど

を
つ
く
っ
て
、町
営
の
施
設
な
ど
で
売
り
始
め
ま
し
た
。

農
産
加
工
協
議
会
に
も
入
れ
て
も
ら
い
、先
輩
た
ち
に

手
取
り
足
取
り
、教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

で
も
、町
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。２
０
０
０
年
に
、

農
協
が
合
併
し
、美
山
町
農
協
は
な
く
な
り
ま
し
た
。農

協
が
背
骨
と
な
り
、地
域
の
農
産
加
工
を
支
え
て
い
た

の
で
、農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
と
て
も
痛
か

っ
た
で
す
。そ
し
て
06
年
に
は
町
村
合
併
で
美
山
町
も

な
く
な
り
ま
し
た
。農
産
加
工
協
議
会
も
解
散
し
ま
し

た
。

　

私
は
有
志
を
募
っ
て
、美
山
農
産
加
工
組
合
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。Ａ
コ
ー
プ
の
前
で「
山
菜
の
あ
く
抜
き

シ
ョ
ー
」を
や
っ
た
り
、そ
の
こ
ろ
増
え
始
め
て
い
た

茅か
や

葺ぶ
き

の
家
を
ま
わ
る
観
光
バ
ス
で
車
内
販
売
を
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
美
し
山
の
草
木
舎
」を
立
ち
上
げ
薬
草
を

古
代
染
色
植
物
の
日
本
茜
を
地
域
資
源
に

農
と
伝
統
工
芸
の
関
わ
り
を
復
活
さ
せ
る

京
都
府
南
丹
市

美
山
日
本
茜
研
究
会 

代
表

渡
部 

康
子
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つ
く
り
、野
草
茶
を
販
売
し
始
め
ま
し
た
。

日
本
茜
と
の
偶
然
の
出
合
い

　

２
０
１
３
年
の
あ
る
日
、茶
の
木
の
間
か
ら
ヒ
ョ
ロ

ヒ
ョ
ロ
生
え
て
い
る
一
本
の
草
に
ふ
と
目
が
留
ま
り
ま

し
た
。四
角
い
茎
か
ら
四
つ
の
ハ
ー
ト
型
の
葉
が
出
る

そ
の
植
物
。そ
れ
が
日
本
茜
で
し
た
。織
物
や
染
色
の
勉

強
を
し
て
い
た
娘
さ
ん
が
家
に
居
候
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
、彼
女
が「
こ
れ
が
茜
で
根
が
赤
い
染
料
に
な
る
」

と
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。希
少
で
流
通
量
が
少
な
く
、

高
価
で
、京
都
の
染
色
家
が
ほ
し
が
っ
て
い
る
と

㆐
。

　

染
め
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、た
め
し
に
オ

ー
ガ
ン
ジ
ー
の
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
て
み
ま
し
た
。す
る

と
綺
麗
な
オ
レ
ン
ジ
や
赤
に
染
ま
り
ま
し
た
。希
少
で

流
通
し
て
い
な
い
植
物
が
、美
山
に
は
生
え
て
い
る
。茜

は
猪
も
鹿
も
食
べ
な
い
。こ
れ
が
栽
培
で
き
れ
ば
農
地

を
保
全
し
、地
域
の
活
力
に
な
る

㆐
。夕
焼
け
色
に

染
ま
っ
た
布
を
太
陽
に
透
か
す
と
、希
望
の
光
の
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。

　

14
年
、日
本
茜
復
活
の
取
り
組
み
は
、京
都
府
の「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。お

か
げ
で
、染
色
の
勉
強
に
行
っ
た
り
、山
梨
県
の
富
士

吉
田
で
栽
培
し
て
い
る
方
と
聞
け
ば
訪
ね
た
り
で
き
ま

し
た
。私
は
、「
栽
培
で
き
る
」と
確
信
し
、美
山
町
で
圃ほ

場じ
ょ
う

を
確
保
し
、手
探
り
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。何
し

ろ
雑
草
で
す
の
で
、退
治
す
る
方
法
は
あ
っ
て
も
栽
培

す
る
方
法
を
書
い
た
も
の
は
何
も
な
い
の
で
す
。

　

始
め
る
前
は
、雑
草
だ
か
ら
栽
培
が
簡
単
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
こ
れ
が
な
か
な
か
や
っ

か
い
で
し
た
。寒
さ
に
弱
く
、芽
吹
く
の
が
遅
い
の
で
、

他
の
雑
草
に
負
け
て
し
ま
う
。暑
さ
に
も
弱
い
の
で
、日

よ
け
を
し
な
け
れ
ば
枯
れ
て
し
ま
う
。「
ど
こ
の
お
姫
さ

ま
か
」と
尋
ね
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、種
を
ま
い
て
も
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。発
芽
は

す
る
も
の
の
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
の
苗
で
す
ぐ
枯
れ
て
し
ま

う
。挿
し
芽
で
増
や
す
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
ま
で
２

年
か
か
り
ま
し
た
。栽
培
期
間
は
１
年
で
は
根
が
細
く
、

染
料
が
あ
ま
り
と
れ
ま
せ
ん
。根
を
太
く
す
る
に
は
３

年
か
か
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。２
０
１
６
年
、試
行
錯

誤
し
て
い
る
の
を
京
都
新
聞
が「
日
本
茜
の
栽
培
に
成

功
」と
い
う
見
出
し
で
記
事
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
記
事
を
き
っ
か
け
に
、京
都
で
着
物
や
帯
を
つ

く
っ
て
い
る
方
々
や
製
薬
会
社
が
美
山
に
訪
ね
て
き
ま

し
た
。皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
の
は
、「
ま
だ
採
れ
る
茜

根
の
量
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、畑
を
手
伝
い
に
き

渡部 康子　わたべ やすこ 美山日本茜研究会
1960年、横浜市生まれ。東京都立
大学史学科卒。開発援助の仕事を
経て、長野県に移住、自分で食べる
ものを自分でつくることから学び
直す。91年より美山町に住む。美
山農産加工協議会に加わる。2014
年「美し山の草木舎」を設立。野草
茶づくりや、つる籠編みや山の素
材を生かすワークショップなどを
展開。日本茜に出合い「美山日本茜
研究会」結成。京都の伝統工芸の
方々と協力して「王朝の草木染」の
復活をめざす。南丹市農業委員。

日本茜の復活をめざして2014
年に結成。京都府美山町の20a
の圃場で日本茜を栽培。日本茜
は猪も鹿も食べないことから、
農地保全として取り組む。伝統
工芸の方が茜の畑に通うよう
になり、19年「日本茜伝承プロ
ジェクト」を結成、組みひもや友
禅、日本刺繍とのコラボで展示
会を開催。植物顔料の研究で草
木染による友禅をめざす。「日
本茜楽校」を開催、苗づくりか
ら染にいたるまで研鑽を積む。

上：日本茜の圃場（左）、茜染めをする筆者
下：３月に開催した展示会『日本茜伝承と未来』の様子
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て
く
れ
る
方
だ
け
に
お
譲
り
し
ま
す
」と
い
う
こ
と
で

す
。

　

栽
培
を
広
げ
る
た
め
、農
家
さ
ん
を
回
っ
て
お
願
い

し
ま
し
た
が
、栽
培
法
も
手
探
り
、反
収
も
わ
か
ら
な
い

状
態
で
は
協
力
し
て
く
れ
る
農
家
さ
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
一
般
に
広
く
呼
び
掛
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

応
じ
て
く
れ
た
の
が
草
木
染
に
興
味
が
あ
る
人
々
で

し
た
。な
か
に
は
伝
統
産
業
に
関
わ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。い
ま
で
は「
日
本
茜
楽
校
」と
し
て
年
５

回
程
度
の
講
座
を
組
み
、苗
起
こ
し
か
ら
栽
培
、染
色

ま
で
と
も
に
学
ん
で
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、約
２
反
の
畑
に
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、本
格

的
に
作
付
け
で
き
た
の
は
２
０
１
７
年
か
ら
で
す
。昨

年
度
は
栽
培
か
ら
３
年
目
と
い
う
こ
と
で
、あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
量
の
茜あ

か

根ね

が
と
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
茜
楽
校
の
仲
間
と

話
し
合
い
ま
し
た
。染
料
店
に
売
っ
て
お
金
に
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。で
も「
茜
は
神
様
の
草
だ
か
ら
最
初

の
ま
と
ま
っ
た
収
穫
物
は
神
様
に
さ
さ
げ
た
い
」と
い

う
の
が
皆
の
気
持
ち
で
し
た
。ま
た
根
っ
こ
の
状
態
を

見
せ
ら
れ
た
だ
け
で
は
茜
の
す
ば
ら
し
さ
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。染
め
ら
れ
、作
品
に
な
っ
て
こ
そ
、「
す
ば
ら
し
い
、

素
敵
だ
」と
多
く
の
人
が
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
こ

で
美
山
に
度
々
通
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
友
禅
作

家
で
古
代
染
色
に
詳
し
い
山
本
晃
先
生
に
お
願
い
し
て

作
品
の
形
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伝
承
へ
展
示
会
を
開
こ
う

　

そ
の
た
め
に
は
資
金
が
必
要
で
す
。ち
ょ
う
ど
こ
の

年
、京
都
府
の
農
商
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
立
て
替

え
て
い
た
お
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。そ
れ
を
原
資
に
、日
本
茜
を
使
っ
た
作
品
を
集
め

た
展
示
会
を
開
く
こ
と
と
し
、「
日
本
茜
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
名
付
け
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。２
０
１
９

年
の
こ
と
で
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
で
布
や
糸
を

買
い
、出
品
い
た
だ
く
方
た
ち
に
お
渡
し
す
る
。茜
根

も
提
供
し
て
作
品
に
し
て
い
た
だ
く
。作
品
が
売
れ
た

ら
加
工
代
や
茜
根
代
に
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

山
本
晃
先
生
の
声
か
け
で
、日
本
刺
繍
士
の
木
村
千

鶴
さ
ん
、昇し

ょ
う

苑え
ん

く
み
ひ
も
さ
ん
、服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

田
中
秀
一
さ
ん
、ガ
リ
版
作
家
の
水
口
奈
津
子
さ
ん
た

ち
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

山
本
先
生
は
見
る
角
度
に
よ
っ
て
黄
色
に
見
え
た
り

ピ
ン
ク
に
見
え
た
り
す
る
薄う

す

茜あ
か
ね

の
反
物
や
掛
け
軸
。木

村
さ
ん
は
日
本
茜
だ
け
で
17
色
以
上
染
め
分
け
て
、秋

や
春
を
題
材
に
し
た
半
襟
や
可
愛
ら
し
い
ウ
サ
ギ
の
バ

ッ
ク
、紅
葉
の
数
寄
屋
袋
。昇
苑
く
み
ひ
も
さ
ん
は
扇

や
帯
締
め
、可
愛
ら
し
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。田
中
さ
ん

は
間
伐
材
を
原
料
に
し
た
木も

く

糸い
と

で
織
っ
た
布
を
茜
で
染

め
た
ス
ー
ツ
や
ド
レ
ス
。水
口
さ
ん
は
可
愛
ら
し
い
絵

本
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
布
を
出
品
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
到
達
点
で
あ
っ
た
展
示

会『
日
本
茜
伝
承
と
未
来
』が
20
年
３
月
１
～
８
日
に

京
都
市
の
知
恩
院
和
順
会
館
に
実
現
し
ま
し
た
。展
示

の
ほ
か
、期
間
中
毎
日
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
組
み

ひ
も
づ
く
り
体
験
や
日
本
刺
繍
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。私
た
ち
も
栽
培
の
展
示
や
苗
の

実
物
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
加
わ

り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
た
時
期
で
し
た
が
、

多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、美
山

を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
り
、茜
楽
校
に
参
加
し
て
く
れ

た
り
、茜
根
を
購
入
し
て
く
れ
た
り
と
、大
き
く
輪
が

ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

伝
統
産
業
と
農
と
の
結
び
つ
き

　

伝
統
工
芸
の
方
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
伝
統
工
芸
と
言
い
な
が
ら
も
、絹
糸
も
布
も
染

材
も
漆
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
材
料
が
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。中
国
が
禁
輸
し
た
ら
日
本
の
伝
統
工
芸
は
成
り

立
た
な
い
。ま
た
、伝
統
工
芸
の
担
い
手
で
あ
る
腕
の
あ

る
職
人
が
、仕
事
が
減
っ
て
次
々
に
や
め
て
い
く
。そ

も
そ
も
、道
具
を
つ
く
る
職
人
が
も
う
い
な
い
―
。

　

以
前
に
は
あ
っ
た
農
と
伝
統
工
芸
と
の
結
び
つ
き
が

養
蚕
業
の
衰
退
と
と
も
に
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

職
人
を
大
切
に
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
伝
統
工
芸
衰

退
の
理
由
だ
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。同
時
に
、上
っ

面
だ
け
で
は
な
い
本
物
の
文
化
を
つ
く
る
に
は
、伝
統

工
芸
は
農
と
結
び
つ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も

―
。

　

い
ま
、私
た
ち
は「
京
都
産
業
21
」の
支
援
を
受
け
て
、

茜
の
顔
料
化
や
茜
根
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
実
験
を
し
て

い
ま
す
。現
代
の
技
術
も
駆
使
し「
王
朝
の
草
木
染
」を

つ
く
り
た
い
。

　

日
本
茜
楽
校
の
仲
間
と
と
も
に
、日
本
茜
と
い
う
新

た
な
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
、美
山
町
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。�

ハート型が特徴の葉
と、乾燥するとほん
のり赤く見える根
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書評

書
評

読まれてます

　

石
川
三
四
郎
は
も
う
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
だ
ろ
う
。

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
り
、農
本
主
義
者
で
あ
っ
た
彼
が

亡
く
な
っ
た
の
は
、１
９
５
６
年
、80
歳
だ
っ
た
。直
接

に
石
川
の
光
と
薫
り
を
受
け
て
い
た
著
者
に
よ
っ
て
、

こ
の
本
は
書
か
れ
た
。し
か
し
長
く
絶
版
と
な
っ
て
い

た
の
が
復
刊
さ
れ
た
の
は
、と
て
も
喜
ば
し
い
。

　

石
川
の
思
想
を
言
い
表
し
て
い
る「
土
民
生
活
」と
は

何
だ
ろ
う
か
。こ
れ
は「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー（
民
主
主
義
）」

の
石
川
流
の
翻
訳
語
で
あ
る
。デ
モ
と
は
も
と
も
と
は

「
土
着
の
民
」の
こ
と
で
、ク
ラ
シ
ー
を
主
義
と
訳
さ
ず

「
生
活
」と
し
た
の
は
、「
主
義
者
」を「
足
が
地
に
つ
い

て
い
な
い
」と
嫌
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
「
吾
ら
の
生
活
は
地
よ
り
出
で
、地
を
耕
し
、地
に
還

る
。こ
れ
の
み
で
あ
る
。こ
れ
を
土
民
生
活
と
言
う
。真

の
意
味
で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。地
は
吾
ら
自
身

で
あ
る
」。51
歳
の
時
に
、石
川
は
百
姓
を
始
め
る
。「
人

間
は
地
と
共
に
生
き
る
以
外
に
、何
事
も
な
し
え
な
い
」

か
ら
で
あ
り
、「
地
を
耕
す
の
は
、吾
ら
自
身
を
耕
す
こ

と
だ
」か
ら
だ
と
言
う
。戦
時
中
に
は
、石
川
は
配
給
を

拒
否
し
自
給
生
活
を
貫
い
た
。農
の
本
質
が
わ
か
っ
て

い
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
私
は
深
く
思
い
あ
た
る
こ
と
が
あ
る
。現
在

の
農
業
の
語
り
方
に
決
定
的
に
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
も

の
だ
。農
と
は
産
業
で
あ
る
前
に
、人
間
の
生
き
方
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。そ
う
思
う
と
、途
中
か
ら
こ
の
本

の
中
の
何
か
が
、私
の
心
の
底
の
何
か
と
響
き
合
う
こ

と
に
気
づ
い
た
。石
川
が
何
度
も
発
禁
に
な
り
な
が
ら

個
人
誌
を
発
行
し
続
け
た
の
は「
哲
学
的
な
研
究
で
あ

っ
た
。そ
れ
は
ペ
ン
に
よ
っ
て
、道
義
を
唱
え
る
こ
と

を
欲
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」「
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
で
は

な
く
、教
育
者
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」か
ら
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
運
動
者
と
は
、心
根
が
大
い
に
ち
が
う
。

　

石
川
は「
主
義
は
魂
の
表
現
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

各
個
人
の
魂
か
ら
出
た
生
活
原
則
で
あ
り
、行
動
基
準

で
あ
る
べ
き
だ
」と
断
言
し
、百
姓
仕
事
を「（
仏
）法
の

如
く
修
行
す
る
も
の
」と
考
え
て
い
た
。「
土
民
生
活
」の

中
で
こ
そ
、人
間
は
本
来「
無
一
物
」で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、自
分
が
見
え
て
く
る
も
の
だ
。

　

現
在
の
農
業
は
人
間
の
欲
望
を
原
動
力
に
し
て
、自

己
実
現
を
目
標
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。「
土
民
生

活
」か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。「
自
然
の
天
則
」に
従
う

生
き
方
は
時
代
遅
れ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。百
姓
は
、

自
分
の
魂
・
精
神
を
深
く
耕
す
同
志
に
な
れ
と
、石
川

三
四
郎
は
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。こ
の
本
は
そ
う
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
。�

宇
根 
豊

（
百
姓
・
思
想
家
）

百
年
後
に
同
志
を
求
め
た
人

（虹霓社・1,500円 税抜）

三省堂書店農林水産省売店（2020年10月1日～10月31日・税抜）

『
石
川
三
四
郎 

魂
の
導
師
』

大
澤 
正
道 

著

タイトル 著者 出版社 定価
1 マッキンゼーが読み解く食と農の未来 アンドレ・アンドニアン、

川西 剛史、山田 唯人／著
日経BP
日本経済新聞出版本部 2,000円

2 東大卒、農家の右腕になる。 佐川 友彦／著- ダイヤモンド社 1,800円
3 フードテック革命 世界700兆円の新産業 「食」の進化と再定義 田中 宏隆、岡田 亜希子、瀬川 明秀／著

外村 仁／監修 日経BP 1,800円
4 農業・農村政策の光と影 荒川 隆／著 全国酪農協会 1,500円
5 ビジネスパーソンの新・兼業農家論 井本 喜久／著 クロスメディア・パブリッシング 1,480円
6 平成農政の真実 キーマンが語る 菅 正治／著 筑波書房 1,500円
7 データ農業が日本を救う 窪田 新之助／著 集英社インターナショナル 840円
8 2030年のフード＆アグリテック 農と食の未来を変える世界の先進ビジネス70 佐藤 光泰、石井 佑基／著 同文舘出版 2,300円
9 フードバリューチェーンが変える日本農業 大泉 一貫／著 日本経済新聞出版社 1,800円
10 水産改革と魚食の未来 八木 信行／編 恒星社厚生閣 2,600円
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